
さ
か
い
与
謝
野
晶
子

青
春
の
短
歌
大
会

第6回

海
こ
ひ
し
潮
の
遠
鳴
り
数
へ
つ
つ
少
女
と
な
り
し
父
母
の
家

主　　催 ：与謝野晶子倶楽部、堺歌人クラブ、さかい利晶の杜

後　　援 ：大阪府、堺市、大阪府教育委員会、堺市教育委員会

特別協力 ：与謝野町、大阪府立泉陽高等学校、産経新聞社

協　　賛 ：センタラグランドホテル大阪、株式会社 黄金糖

与謝野晶子のプロフィール

与謝野晶子 ［明治 11(1878) 年 12 月 7日 - 昭和 17(1942) 年 5月 29 日］

　堺市甲斐町の菓子商駿河屋二代目鳳宗七とつねの三女として生まれました。本

名は鳳（ほう）志よう（晶子）。幼少期から帳場の手伝いのかたわら源氏物語に親し

み、大阪府立泉陽高等学校の前身にあたる堺女学校を卒業後は、詩歌の世界にめざ

めました。新しい詩歌の旗手であった与謝野鉄幹（寛）と出逢い、「明星」を代表する

歌人として活躍し、第一歌集『みだれ髪』は石川啄木ら当時の文学青年たちに多大

の影響を与えました。その後も「君死にたまふことなかれ」や多くの秀歌を発表し、

「日本女詩人の第一人」として時代の頂点を極める存在になりました。

　晶子は『春泥集』『夏より秋へ』などの詩歌集だけにとどまらず、小説集、童話集、

評論集、歌論書のほかに『新新訳源氏物語』『新訳紫式部日記・新訳和泉式部日記』

などの古典の現代語訳を刊行し、さらにヨーロッパから帰国後は、女性の自立と地

位の向上をめざした評論活動、教育活動にも大きな功績を残しました。明治、大正、

昭和という激動の時代にあって、すぐれた「先見性」と「国際性」をもって「表現者」

として真摯に生きた晶子のメッセージには、21世紀を生きる私たちにも勇気と感

動を与えるものがあります。

与謝野晶子『新訳源氏物語』上巻表紙
堺市博物館蔵

DIC641



２ １

蕪村・礼厳・鉄幹・晶子…
　まちの文化が香りたつ、短歌と俳句の資料館 与謝野町立江山文庫

■ 開 館 時 間
午前９時～午後５時（入館は４時半まで）

■ 休　館　日
　　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
　　年末年始（12／29～１／３）

■ 入　館　料
　　小･中学生１００円　一般２００円
　　団体(８名以上)は５０円引き
歌会などに使える研修室もございます。

【企画展のお問合せ、団体見学のお申込はこちらへ】
〒629-2421 京都府与謝郡与謝野町字金屋１６８２
TEL ０７７２－４３－２１８０ 　FAX 同じ

URL　http://www.kozan-bunko.sakura.ne.jp/

与謝野町は令和8年3月1日に合併20周年を迎えます

大正期の晶子（文化学院蔵）

　
奏
で
よ
う
、
言
葉
の
音
楽
を

　

あ
ら
た
に「
さ
か
い
利
晶
の
杜
」が
主
催
と
し
て
加
わ
っ
た
第
６
回「
さ

か
い
与
謝
野
晶
子　

青
春
の
短
歌
大
会
」
で
は
、
１
万
４
千
７
０
０
首
を

こ
え
る
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

晶
子
は
歌
を
詠
み
は
じ
め
る
人
た
ち
に
、「
歌
は
言
葉
の
芸
術
で
あ
り
、

言
葉
の
音
楽
で
す
。」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
短
歌
に
は
、
高
校
生
の
多
感
な
心
の
と
き
め
き
を
奏

で
よ
う
と
す
る
意
欲
的
な
作
品
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
ら
し
い
言
葉
の
音
楽
に
よ
っ
て
、
わ
が
歌

を
う
た
い
つ
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
も
選
者
の
今
野
寿
美
様
、堺
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
小
西
美
根
子
様
、

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
運
営
委
員
の
勺
禰
子
様
に
は
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
後
援
、
特
別
協
力
、
協
賛
の
関
係
各
位
に
も
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
会
長　

太
田　

登

あ
な
た
に
発
明
権
の
あ
る
歌
を

　

二
〇
二
〇
年
に
第
一
回
募
集
が
始
ま
っ
た
「
さ
か
い
与
謝
野
晶
子　

青
春
の
短
歌
大
会
」、
六
回
目
の
今
回
も
、
過
去
最
多
の
前
回
と
ほ
ぼ
同

数
の
一
万
四
千
七
百
十
四
首
も
の
短
歌
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

晶
子
の
名
を
冠
す
る
こ
の
大
会
に
よ
っ
て
、
初
め
て
自
分
で
短
歌
を
つ

く
っ
て
み
た
、
と
い
う
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
与
謝
野
晶
子
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、
読
売
新
聞
婦
人

短
歌
欄
の
選
者
に
な
っ
た
際
に
、
次
の
言
葉
を
記
し
て
い
ま
す
。

　
「
歌
は
言
葉
の
芸
術
で
あ
り
、
同
時
に
言
葉
の
音
楽
で
す
。（
略
）
流

行
な
ど
は
眼
中
に
置
か
な
い
で
、
ほ
ん
と
う
に
発
明
権
が
皆
さ
ん
に
あ

る
歌
の
み
を
作
ろ
う
と
御
努
力
下
さ
い
ま
し
。
勿
論
選
者
で
あ
る
私
な

ど
の
歌
を
模
倣
な
す
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
私
は
自
分
の
気
の
付
か
な

い
よ
う
な
新
し
い
詩
的
感
情
と
、
新
し
い
言
葉
づ
か
い
と
で
出
来
た
歌

の
み
を
喜
ん
で
採
録
致
し
ま
す
。」

　

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
日
々
進
化
し
、
人
間
よ
り
「
出
来
の
良
い
歌
」

を
作
る
日
は
そ
う
遠
く
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
歌
を
つ

く
る
楽
し
み
や
苦
し
み
は
、
あ
な
た
自
身
の
感
情
の
中
に
し
か
生
ま
れ

ま
せ
ん
。
あ
な
た
に
発
明
権
の
あ
る
歌
を
、
つ
く
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

堺
歌
人
ク
ラ
ブ　

勺 

禰
子
（
し
ゃ
く
・
ね
こ
）

第
６
回
さ
か
い
与
謝
野
晶
子 

青
春
の
短
歌
大
会

		


次　

第

令
和
八
年
一
月
二
十
四
日
（
土
）
於　

さ
か
い
利
晶
の
杜

	

表
彰
式	

十
三
時
三
十
分	

一
階
茶
室

	

と
選
評
会　
　

〜
十
四
時
五
十
分	

	

講
演
会	

十
五
時
十
分
～
十
六
時
十
分	

一
階
茶
室

		


テ
ー
マ
：
浪な
に
わ速
風ふ
う
り
ゅ
う
流
・
大お
お
さ
か阪
贔ひ
い
き屓
の
晶
子
さ
ん

		


講　

師
：
今
野
寿
美

第 6 回　さかい与謝野晶子 青春の短歌大会開催に際して
　この度「第 6 回さかい与謝野晶子 青春の短歌大会」が無事開催の運びとなり、開催に際
しご尽力賜りました関係者の皆様に、心から御礼申し上げます。また、今回 14,716 首もの
作品が日本全国から晶子のふるさと・堺の地に寄せられましたこと、大変嬉しく感じており
ます。短歌を通して、青春の 1 ページを見事に表現された皆様の豊かな才能と感性に大きく
期待するとともに、今後の更なるご活躍を心からお祈り申し上げ、ご挨拶とさせて頂きます。

さかい利晶の杜　館長　川口　愛
与謝野晶子の表現世界とその生き方に触れる

さかい利晶の杜 与謝野晶子記念館
『みだれ髪』にはじまる多くの詩歌集を出版し、また『源氏物語』の現代語訳や、社
会問題、教育問題にかかわる評論活動まで行い、明治・大正・昭和という激動の時代
にあって、常に新しい世界に挑戦し、表現し続けた晶子の姿を紹介する文学館です。

〒590-0958　大阪府堺市堺区宿院町西 2丁 1番 1号    TEL　072-260-4386
https://www.sakai-rishonomori.com
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選評

選評選評選評

今こ
ん

野の

　
寿す

み美
氏

泉陽高校にある「君死に
たまふことなかれ」の詩碑

全
国
を
展
望
す
る
恒
久
的
な
与
謝
野
晶
子
顕
彰
事
業
と
し
て
、

第
１
回
「
与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学
賞
」
は
堺
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長
を

実
行
委
員
長
と
し
平
成
7
年
に
堺
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
15
年
の
9
回
か
ら
は
、
産
経
新
聞
社
主
催
で
開
催

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

産
経
新
聞
社
主
催
で
の
与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学
賞
が
第
24
回
を
も
っ
て
休
止
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
と
堺
歌
人
ク
ラ
ブ
が
堺
市
と
連
携
し
、
令
和
の
新

時
代
に
与
謝
野
晶
子
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
青
春
の
短
歌
に
焦
点
を
あ
て
、

新
た
に
「
第
1
回　
さ
か
い
与
謝
野
晶
子　
青
春
の
短
歌
大
会
」
を
開
催
し
、
本
年

度
第
６
回
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、
産
経
新
聞
社
と
与
謝
野
晶
子
の
出

身
校
で
あ
る
大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
に
は
継
続
し
て
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令

和
５
年
度
よ
り
、
晶
子
の
夫
寛
（
鉄
幹
）
の
実
父
与
謝
野
礼
厳
の
生
誕
の
地
で
あ
る
与

謝
野
町
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
賞

は
み
出
し
た
絵
の
具
が
君
の
手
に
触
れ
て

二
人
の
色
に
溶
け
は
し
な
い
か

最
後
ま
で
名
前
を
呼
ば
れ
ず
終
わ
っ
た
試
合

だ
け
ど
誰
よ
り
声
を
出
し
て
た

感
情
を
知
ら
な
い
は
ず
の
彼
ら
の
詩
ス
マ
ホ
の

中
の
隣
の
青
芝

君
の
名
を
言
わ
ず
に
済
ん
だ
一
日
が
ひ
と
つ
の

コ
ッ
プ
洗
っ
て
終
わ
る

大
阪
府
立
狭
山
高
等
学
校
　
宮
下
　
蓮

北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
　
秋
吉
　
佑
海

大
阪
府
立
金
岡
高
等
学
校
　
藤
井
　
優
成

想
い
が
あ
ふ
れ
て
悟
ら
れ
そ
う
、
と
あ
や
ぶ
み
な
が

ら
、
こ
の
恋
心
、
共
有
で
き
る
か
も
と
強
気
の
予
想
も
。

一
首
全
体
を
比
喩
表
現
に
託
し
た
語
り
が
巧
み
で
す
。

出
番
が
な
い
ま
ま
予
備
軍
で
終
わ
っ
た
無
念
は
と
も
か
く
、
冷

静
に
試
合
運
び
を
見
て
助
言
も
エ
ー
ル
も
完
璧
だ
っ
た
（
は
ず
）
。 

自
己
分
析
が
頼
も
し
い
。

Ａ
Ｉ
に
よ
る
詩
の
出
来
栄
え
に
ま
ず
は
感
心
し
な
が
ら
、
つ
ま
り

隣
の
芝
生
で
し
ょ
、
と
突
き
放
す
。
自
身
の
力
量
を
省
み
る
姿
勢
で

も
あ
り
ま
す
ね
。

秘
め
て
お
き
た
い
想
い
は
今
日
も
無
事
。
安
堵
と
寂
し
さ
な
い

ま
ぜ
の
落
ち
着
か
な
い
夜
の
気
分
を
い
う
場
面
が
、
映
像
的
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

目
　
　
次

短
歌
賞
ヒ
ス
ト
リ
ー

選
者
紹
介

選
考
経
過

主
催
者
挨
拶
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1

第
６
回
さ
か
い
与
謝
野
晶
子 

青
春
の
短
歌
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
式
と
選
評
会
・
講
演
会
次
第
・
・
・
・
・
・
・
2

さ
か
い
利
晶
の
杜
（
主
催
者
）、
与
謝
野
町
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
2

目
次
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

短
歌
賞
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

選
者
紹
介
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

選
考
経
過
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

入
賞
作
品
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
4
〜
6

最
優
秀
校
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
6

入
選
作
品
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
7
～
10

1
9
5
2
年
東
京
都
生
ま
れ
。
歌
誌
「
り
と
む
」

編
集
人
。
宮
中
歌
会
始
選
者
。
昭
和
54
年
に「
午
後
の
章
」

で
第
25
回
角
川
短
歌
賞
受
賞
。
平
成
元
年
に
『
世
紀
末

の
桃
』
で
第
13
回
現
代
短
歌
女
流
賞
、
22
年
に
『
か

へ
り
水
』
に
よ
り
第
37
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
ほ
か
。

歌
集
に
『
若
夏
記
』『
龍
笛
』『
さ
く
ら
の
ゆ
ゑ
』
な
ど
。

『
24
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
む
与
謝
野
晶
子
』『
み
だ
れ
髪 

訳
注
』『
歌
こ
と
ば
1
0
0
』『
森
鷗
外

－

短
歌
と
い
う

詩
型
に
生
涯
愛
情
を
持
ち
続
け
た
文
豪
』
な
ど
、
与
謝
野

晶
子
、「
明
星
」
を
め
ぐ
る
著
書
が
あ
る
。

令
和
７
年
度
の
「
第
６
回 

さ
か
い
与
謝
野
晶
子 

青
春
の
短
歌
大
会
」
で
は
、
高
校
生

を
対
象
に
短
歌
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
募
集
は
、
6
月
２
日
か
ら
９
月
８
日
の
期
間

で
実
施
し
、
全
国
の
高
校
53
校
、
8
，5
０
4
名
か
ら
１
４
，7
1
4
首
の
ご
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
北
は
秋
田
県
か
ら
南
は
沖
縄
県
ま
で
全
国
の
高
校
生
か
ら
た
く
さ
ん

の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
単
位
の
団
体
応
募
は
51
校
で
、
最
多
の
投
稿
を

い
た
だ
い
た
高
校
は
、
1
，4
9
1
首
で
し
た
。

選
考
に
つ
い
て
は
、
1
次
選
考
を
堺
歌
人
ク
ラ
ブ
で
行
っ
た
上
で
、
今
野
寿
美
氏

に
最
終
選
考
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
上
位
10
首
並
び
に
選
者
賞
を
入
賞
と
し
選
評
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
71
首
の
入
選
歌
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
複
数

の
入
賞
や
入
選
を
果
た
し
た
学
校
か
ら
最
優
秀
校
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

【
総
評
】

高
校
生
活
に
な
じ
ん
で
き
た
一
年
生
、
余
裕
を
ほ
の
見
せ
る
二
年
生
、
受
験
と

ま
っ
す
ぐ
向
き
合
う
三
年
生
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心
境
が
全
体
の
多
様
さ
に
つ
な
が
り
、

時
代
も
反
映
し
た
た
く
ま
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
表
現
の
軽
や
か
さ
、
さ
す

が
に
十
代
で
す
。

　

こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
け

た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

昨
今
は
、
日
本
語
の
美
し
さ
や
繊
細
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
こ
そ
発
見

で
き
る
も
の
が
あ
る
と
信
じ
て
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
参

り
ま
す
。

東
京
都
立
町
田
高
等
学
校
　
石
田
　
路
昭

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
賞

堺
歌
人
ク
ラ
ブ
賞

さ
か
い
利
晶
の
杜
賞
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選評選評選評

大阪府立いちりつ高等学校　「花咲く丘」

選評 堺

市

長

賞

誰
よ
り
も
孤
独
な
場
所
の
マ
ウ
ン
ド
で
背
中
で
見
せ
る
俺
の
プ
ラ
イ
ド

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校
　
後
藤
　
翔

マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
投
手
の
気
概
。
上
の
句
に
覗
か
せ
た
心
理
の
繊
細
な

一
面
に
説
得
力
が
あ
り
、
負
け
じ
魂
そ
の
も
の
の
下
の
句
を
自
然
に
導

い
て
い
ま
す
。

選評

今
の
環
境
、
状
況
を
思
い
き
り
暗
い
イ
メ
ー
ジ
で
想
定
し
な
が
ら
、
群
れ

て
巨
大
に
見
せ
る
鰯
の
た
く
ま
し
さ
に
同
化
し
そ
う
な
。
さ
ば
け
て
い
ま
す
。

与
謝
野
町
長
賞

夜
の
海
泣
き
た
い
と
き
に
泣
け
ぬ
ま
ま
鰯
の
群
れ
に
ま
ぎ
れ
る
夢
は

大
阪
府
立
千
里
高
等
学
校
　
小
泉
　
志
聞

選評 大
阪
府
知
事
賞

今
は
も
う
一
人
称
の
寂
し
さ
も
昼
の
光
も
混
ぜ
て
笑
え
る

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
　
植
草
　
結
良

寂
し
さ
を
い
う
に
も
明
確
な
主
体
を
意
識
し
て
、
そ
れ
だ
け
自
覚
的
だ
か

ら
結
び
の
一
語
で
こ
な
せ
る
の
で
す
ね
。
内
容
、
表
現
と
も
に
聡
明
な
印
象

で
す
。

選評

十
代
の
心
の
奥
に
は
言
い
よ
う
の
な
い
不
安
や
鬱
憤
、
恋
心
が
渦
巻
い
て

い
る
。
入
道
雲
の
勢
い
と
重
ね
る
と
こ
ろ
が
若
さ
の
証
拠
。
強
気
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

産
経
新
聞
社
賞

入
道
雲
心
の
奥
の
ざ
わ
め
き
と
ど
ち
ら
が
先
に
崩
れ
て
ゆ
く
か

学
習
院
女
子
高
等
科
　
鈴
木
　
千
賀

選
者
賞

最
優
秀
校
賞

答
え
よ
り
過
程
に
迷
う
青
春
を
数
式
以
上
に
熱
く
解
き
た
い

「
ま
た
明
日
」手
を
振
る
こ
と
が
寂
し
い
と
思
え
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と

ど
ん
よ
り
と
空
も
こ
こ
ろ
も
く
も
り
が
ち
そ
ん
な
日
だ
っ
て
愛
せ
よ
自
分

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校
　
松
ケ
⻆
　
暖
真

東
京
都
立
町
田
高
等
学
校
　
勝
田
　
そ
ら

関
西
大
倉
高
等
学
校
　
中
山
　
里
穂

過
程
点
の
評
価
が
得
ら
れ
る
試
験
と
い
え
ば
ま
ず
数
学
。
解
き
明
か

す
過
程
そ
の
も
の
に
意
味
も
価
値
も
あ
る
と
す
る
道
理
に
は
学
問
の
領

域
を
超
え
た
魅
力
を
覚
え
ま
す
。
そ
の
過
程
に
迷
う
青
春
と
と
ら
え
た

発
想
が
す
ば
ら
し
い
。「
熱
く
」と
添
え
る
心
意
気
に
も
感
心
し
ま
し
た
。

同
じ
場
面
を
詠
ん
だ
歌
は
複
数
で
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
一
首
の
主

張
に
は
ひ
ね
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
翌
朝
に
は
す
ぐ
ま
た
会
え
る
友
だ
け

ど
、
別
れ
る
と
き
は
一
瞬
、
物
足
り
な
く
寂
し
い
。
そ
の
感
覚
を
さ
ら
に
幸

せ
と
受
け
と
め
直
す
自
己
肯
定
の
さ
わ
や
か
さ
が
、
個
性
的
な
魅
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

知
識
や
交
際
範
囲
が
広
が
る
思
春
期
に
は
自
信
が
も
て
ず
悲
観
的
に
も
な

り
ま
す
ね
。
さ
ら
に
体
験
を
重
ね
る
こ
と
で
誰
し
も
成
長
し
て
ゆ
く
わ
け
で

す
が
、
大
切
な
の
は
自
分
を
見
失
わ
な
い
こ
と
。
短
歌
に
ぶ
つ
け
る
の
も
大

い
に
有
効
。
命
令
形
を
採
用
し
た
明
快
な
意
思
表
示
が
絶
妙
で
、
嬉
し
い
一

首
で
す
。

選評 堺
市
教
育
長
賞

偶
然
と
奇
跡
の
違
い
を
知
り
た
く
て
紙
飛
行
機
を
南
へ
投
げ
る

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
　
石
井
　
桃
衣

た
ま
た
ま
の
一
致
、
あ
る
い
は
思
い
が
け
な
い
理
想
的
展
開
。
ど
っ
ち
に

し
て
も
稀
は
稀
。
せ
め
て
、
と
心
は
南
へ
、
明
る
い
ほ
う
へ
。
言
い
得
て
い

ま
す
。

選評

日
本
の
夏
の
象
徴
的
な
快
さ
。
細
切
れ
の
夢
も
悪
く
な
い
お
ま
け
で
し
ょ

う
。
物
語
を
愛
お
し
む
よ
う
に
し
お
り
を
挟
も
う
と
す
る
感
覚
が
初
々
し
い

で
す
。

大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
賞

昼
下
が
り
畳
で
ま
ど
ろ
む
風
ゆ
る
り
し
お
り
を
挟
む
夢
の
は
ざ
ま
で

大
阪
府
立
千
里
高
等
学
校
　
⻆
張
　
莉
央

【
堺
市
長
賞
】

誰
よ
り
も
孤
独
な
場
所
の
マ
ウ
ン
ド
で
背
中
で
見
せ
る
俺
の
プ
ラ
イ
ド	

後
藤
　
翔

【
選
者
賞
】

答
え
よ
り
過
程
に
迷
う
青
春
を
数
式
以
上
に
熱
く
解
き
た
い	

松
ケ
⻆
　
暖
真

【
入
選
】

青
春
を
し
た
い
と
嘆
く
帰
り
道
そ
れ
が
一
番
青
春
だ
っ
た	

中
井
　
陽
詩

笑
い
合
う
そ
の
横
顔
を
遠
く
か
ら
見
つ
め
て
い
た
が
手
は
届
か
な
い	

谷
口
　
真
矢

夏
休
み
朝
昼
晩
と
シ
ャ
ト
ル
追
う
そ
ん
な
私
を
宿
題
が
追
う	

中
村
　
優
芽

も
う
少
し
完
成
間
近
の
絵
を
前
に
加
筆
す
る
手
が
止
ま
ら
な
い
の
だ	

木
村
　
緋
那

大
阪
府
立

い
ち
り
つ
高
等
学
校

（
大
阪
府
）
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知
ら
ぬ
ふ
り
で
き
た
ら
少
し
楽
だ
っ
た
君
の
や
さ
し
さ
知
っ
て
し
ま
っ
た

東
邦
大
学
付
属
東
邦
高
等
学
校
　
平
山
　
彩
永

ま
だ
い
け
る
ま
だ
勝
て
る
よ
と
追
い
か
け
る
ぜ
っ
た
い
あ
げ
な
い
こ
の
一
点

東
邦
大
学
付
属
東
邦
高
等
学
校
　
大
井
　
ひ
な
た

誰
も
い
ぬ
昼
の
校
舎
を
風
が
ぬ
け
チ
ャ
イ
ム
だ
け
鳴
る
意
味
も
な
く
鳴
る

東
邦
大
学
付
属
東
邦
高
等
学
校
　
高
橋
　
夏
樹

シ
ト
ラ
ス
と
ミ
ン
ト
の
匂
い
む
せ
か
え
る
更
衣
室
の
中
い
つ
ま
で
も
夏

東
邦
大
学
付
属
東
邦
高
等
学
校
　
山
田
　
も
も
夏

少
し
で
も
一
緒
に
い
た
い
そ
れ
だ
け
で
良
か
っ
た
僕
の
不
器
用
な
夏

東
邦
大
学
付
属
東
邦
高
等
学
校
　
川
島
　
颯
希

携
帯
の
充
電
切
れ
暇
に
な
る
時
間
も
雲
も
ス
ロ
ー
に
見
え
る

大
阪
商
業
大
学
高
等
学
校
　
塩
山
　
慶
次

青
春
を
し
た
い
と
嘆
く
帰
り
道
そ
れ
が
一
番
青
春
だ
っ
た

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校
　
中
井
　
陽
詩

笑
い
合
う
そ
の
横
顔
を
遠
く
か
ら
見
つ
め
て
い
た
が
手
は
届
か
な
い

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校
　
谷
口
　
真
矢

夏
休
み
朝
昼
晩
と
シ
ャ
ト
ル
追
う
そ
ん
な
私
を
宿
題
が
追
う

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校
　
中
村
　
優
芽

も
う
少
し
完
成
間
近
の
絵
を
前
に
加
筆
す
る
手
が
止
ま
ら
な
い
の
だ

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校
　
木
村
　
緋
那

期
待
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
三
年
間
そ
れ
で
も
き
っ
と
悪
く
は
な
か
っ
た

大
阪
府
立
布
施
高
等
学
校
　
植
田
　
実
来

ラ
ム
ネ
瓶
ビ
ー
玉
片
手
に
あ
な
た
言
う
取
り
出
す
前
が
綺
麗
だ
っ
た
と

大
阪
府
立
布
施
高
等
学
校
　
織
田
　
一
伽

体
力
の
限
界
が
来
た
頃
に
咲
く
大
量
の
花
に
皆み
な

立
ち
止
ま
る

大
阪
府
立
布
施
高
等
学
校
　
太
田
　
こ
こ
ろ

目
を
擦
り
シ
ー
ト
開
け
ば
謎
の
文
字
我
知
ら
ぬ
間
に
宇
宙
と
交
信

北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
　
松
村
　
優
花

友
の
前
言
葉
選
び
て
嘘
ひ
と
つ
心
に
潜
む
本
音
か
く
し
て

北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
　
上
田
　
彩
人

ま
た
明
日
未
来
は
明
日
の
繰
り
返
し
知
ら
な
い
明
日
探
し
て
い
ま
す

北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
　
上
野
　
紡

円
運
動
θシ
ー
タに
惑
い
コ
ス
モ
ス
の
花
と
関
数
共
に
散
り
ゆ
く

北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
　
近
藤
　
颯
斗

海
沿
い
を
散
歩
す
る
た
び
考
え
る
伊
能
忠
敬
こ
こ
に
も
き
た
か

大
谷
高
等
学
校
　
岡
　
海
夏
人

マ
ラ
ソ
ン
の
一
番
し
ん
ど
い
瞬
間
は
ゴ
ー
ル
直
前
二
十
メ
ー
ト
ル

大
谷
高
等
学
校
　
清
水
　
美
花

ア
ル
バ
ム
の
中
で
し
か
も
う
話
せ
な
い
君
は
夢
追
う
遠
い
ま
な
ざ
し

大
阪
朝
鮮
中
高
級
学
校
　
林
　
聖
晋

た
と
え
今
光
が
無
く
て
も
咲
い
て
や
る
雨
で
も
風
で
も
枯
れ
ず
に
き
た
か
ら

大
阪
朝
鮮
中
高
級
学
校
　
韓
　
咲
璃

強
風
に
吹
か
れ
て
な
お
も
と
ん
で
い
る
と
ん
ぼ
は
い
ま
も
僕
ら
の
手
本

大
阪
府
立
金
岡
高
等
学
校
　
中
村
　
亮
仁

ス
タ
ー
ト
の
笛
が
鳴
る
ま
で
目
を
閉
じ
て
心
の
中
で
誰
か
を
呼
ん
だ

堺
市
立
堺
高
等
学
校
　
松
本
　
煌
斗

宿
題
を
机
に
置
い
て
寝
て
し
ま
う
夢
の
中
で
は
が
ん
ば
っ
て
い
る

堺
市
立
堺
高
等
学
校
　
権
永
　
涼

放
課
後
に
自
転
車
並
べ
語
り
合
う
夕
日
の
色
に
未
来
を
混
ぜ
て

堺
市
立
堺
高
等
学
校
　
沖
田
　
璃
央

構
え
れ
ば
景
色
が
変
わ
る
こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
一
球
ご
と
に
背
負
う
も
の
増
す

堺
市
立
堺
高
等
学
校
　
西
川
　
蒼

エ
ラ
ー
し
た
あ
と
の
グ
ラ
ブ
を
見
つ
め
て
た
誰
も
責
め
な
い
そ
れ
が
つ
ら
い
よ

大
阪
府
立
交
野
高
等
学
校
　
川
隅
　
遥
人

た
だ
走
る
見
え
な
い
ゴ
ー
ル
を
追
い
続
け
て
そ
の
先
に
あ
る
も
の
を
目
指
し
て

大
阪
府
立
鳳
高
等
学
校
　
野
田
　
侑
希

す
み
ま
せ
ん
迷
子
を
探
し
て
い
る
ん
で
す
青
春
っ
て
い
う
子
な
ん
で
す
け
ど

大
阪
府
立
鳳
高
等
学
校
　
橋
野
　
夏
恋

晴
れ
の
日
も
雨
の
日
だ
っ
て
進
ん
で
く
カ
ゴ
の
ま
が
っ
た
僕
の
自
転
車

大
阪
府
立
鳳
高
等
学
校
　
松
元
　
悠
希

帰
り
道
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
映
る
私
と
き
ど
き
好
き
で
と
き
ど
き
嫌
い

大
阪
府
立
鳳
高
等
学
校
　
谷
原
　
愛

あ
の
時
の
震
え
た
声
の
そ
の
先
は
？
晴
れ
た
空
よ
り
青
い
気
持
ち
で

大
阪
府
立
鳳
高
等
学
校
　
中
村
　
心
奏

ひ
と
り
き
り
ラ
ム
ネ
を
開
け
た
音
だ
け
が
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
て
い
る
よ
う

大
阪
府
立
鳳
高
等
学
校
　
和
田
　
悠
希

ご
め
ん
ね
と
こ
ぼ
れ
た
君
の
声
の
の
ち
残
っ
た
も
の
は
電
話
の
ノ
イ
ズ

大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
　
置
田
　
莉
久

入
選
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迫
り
く
る
黄
色
の
速
球
ま
だ
取
れ
ぬ
伸
び
代
の
み
の
僕
ら
に
期
待

大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
　
城
戸
　
健
太
郎

終
わ
ら
せ
ぬ
こ
の
一
点
に
賭
け
る
夏
ト
ス
は
誓
い
の
弧
を
描
い
て
く

大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
　
橋
本
　
和
弥

夕
暮
れ
の
盤
に
差
し
込
む
陽ひ

の
光
我
に
差
し
筋
お
し
え
た
ま
え

大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
　
服
部
　
奏
眞

靴
な
ら
ぶ
宿
の
玄
関
砂
だ
ら
け
今
日
も
一
日
全
力
だ
っ
た

大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
　
大
野
　
友
梨
奈

数
学
や
理
科
漬
け
の
日
々
の
社
会
と
は
サ
ラ
ダ
の
中
の
リ
ン
ゴ
の
よ
う
だ

学
習
院
女
子
高
等
科
　
安
齋
　
綾
花

塾
帰
り
参
考
書
よ
り
重
い
の
は
心
の
ど
こ
か
の
も
や
も
や
し
た
も
の

学
習
院
女
子
高
等
科
　
新
井
　
真
実

名
前
さ
え
ま
だ
知
ら
な
い
の
に
目
が
合
っ
て
な
ぜ
か
今
日
か
ら
君
を
探
し
て
い
る

須
磨
学
園
高
等
学
校
　
安
平
　
紗
菜

目
を
こ
す
り
朝
の
静
け
さ
こ
じ
あ
け
て
四
時
の
机
に
心
を
据
え
る

須
磨
学
園
高
等
学
校
　
田
中
　
結

夏
休
み
ず
っ
と
自
然
に
い
る
み
た
い
時
間
は
川
で
課
題
は
山

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校
　
上
野
　
愛
結

標
本
箱
覗
い
て
み
れ
ば
ク
ス
サ
ン
の
眼が
ん
じ
ょ
う
も
ん

状
紋
が
こ
ち
ら
を
見
て
る

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校
　
木
村
　
あ
か
り

人
生
は
山
あ
り
谷
あ
り
信
号
あ
り
赤
で
止
ま
ら
ぬ
ぼ
く
ら
の
春
は

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校
　
阪
本
　
優
芽

夏
休
み
君
に
会
え
な
い
日
が
積
も
る
季
節
外
れ
の
大
雪
み
た
い
に

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校
　
藤
田
　
佳
弥

最
後
だ
と
思
え
ば
す
べ
て
が
輝
い
て
あ
の
日
の
声
や
柔
ら
か
な
髪

石
川
県
立
穴
水
高
等
学
校
　
大
西
　
彩
愛

ま
た
ひ
と
つ
諦
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う　

え
え
、
で
も
、
で
も
、
メ
ー
ル
を
し
よ
う

石
川
県
立
穴
水
高
等
学
校
　
近
藤
　
心
雪

森
林
が
し
め
り
う
る
お
う
雨
の
日
曜
君
に
メ
ー
ル
を
し
よ
う
か
窓
辺
で

石
川
県
立
穴
水
高
等
学
校
　
寺
西
　
一
真

か
え
り
み
ち
見
え
た
花
火
は
な
に
よ
り
も
こ
と
し
の
な
つ
を
あ
ざ
や
か
に
し
た

大
阪
府
立
堺
東
高
等
学
校
　
倉
橋
　
一
紗

慣
性
の
法
則
み
た
い
に
走
り
出
す
止
ま
れ
ぬ
ま
ま
に
夏
が
過
ぎ
て
く

大
阪
府
立
狭
山
高
等
学
校
　
沢
井
　
零
旺

き
っ
と
こ
の
田
舎
な
ら
で
は
の
閑
寂
が
天
の
川
を
潤
す
の
だ
ろ
う

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
　
石
田
　
直
人

環
状
線
人
の
動
き
が
は
や
す
ぎ
る
京
の
リ
ズ
ム
な
に
わ
で
途
絶
え
る

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
　
村
田
　
実
紀

最
寄
り
駅
近
づ
く
ほ
ど
に
眠
く
な
る
こ
の
現
象
に
名
前
を
つ
け
た
い

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
　
森
　
涼
音

明あ

す日
の
朝
待
ち
続
け
て
た
十せ
い
じ
ん八
は
目
覚
め
て
も
ま
た
何
気
な
い
日
々

大
阪
府
立
泉
北
高
等
学
校
　
川
端
　
陽
人

昵
懇
な
先
輩
後
輩
科サ
イ
エ
ン
ス

学
部
ベ
ン
ゼ
ン
環
よ
り
強
い
キ
ズ
ナ
で

大
阪
府
立
泉
北
高
等
学
校
　
矢
寺
　
佑
輔

俗
世
か
ら
米
が
消
え
て
も
目
減
り
無
し
弁
当
に
詰
ま
る
母
の
愛

柳
井
学
園
高
等
学
校
　
中
島
　
結
良

少
し
ず
つ
心
ち
ぎ
れ
る
日
は
多
分
い
わ
し
の
群
れ
に
食
べ
ら
れ
て
い
る

仙
台
市
立
仙
台
高
等
学
校
　
立
花
　
雫

上
映
後
ス
マ
ホ
を
ひ
ら
き
レ
ビ
ュ
ー
書
く
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
う
ま
か
っ
た

茨
城
県
取
手
第
一
高
等
学
校
　
野
口
　
和
磨

青
空
に
ノ
ー
ト
を
閉
じ
た
そ
の
瞬
間
広
が
る
夏
が
待
っ
て
い
た
ん
だ

大
阪
府
立
農
芸
高
等
学
校
　
奥
村
　
海
音

高
校
で
見
せ
な
い
顔
が
普
通
に
な
る
地
元
の
夏
は
ほ
ん
と
の
自
分

大
阪
学
院
大
学
高
等
学
校
　
北
治
　
結
菜

「
き
い
て
み
る
？
」
そ
う
言
う
君
が
手
に
し
て
た
半
分
の
音
わ
た
し
に
く
れ
た

大
阪
府
立
住
吉
高
等
学
校
　
大
西
　
綾
乃

あ
な
た
に
は
知
ら
れ
た
く
な
い
こ
と
ば
か
り
け
ど
あ
な
た
の
こ
と
は
も
っ
と
知
り
た
い

帝
塚
山
高
等
学
校
　
金
城
　
和
花

忘
れ
よ
う
ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
を
流
し
込
む
少
し
は
青
く
な
れ
た
だ
ろ
う
か

帝
塚
山
高
等
学
校
　
飯
田
　
結
羽

人
間
の
一
番
純
粋
な
部
分
が
童
話
と
聞
い
て
読
む
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
　
西
村
　
祥
大
郎

路
地
裏
の
小
さ
な
主
張
落
書
き
に
散
ら
か
っ
た
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
果
て

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
　
太
田
　
実
来

敗
北
を
噛
み
し
め
て
い
る
私
と
違
い
う
っ
と
う
し
い
ほ
ど
光
る
太
陽

大
阪
府
立
富
田
林
高
等
学
校
　
池
田
　
隼

目
の
前
を
通
り
す
ぎ
て
く
特
急
に
映
る
姿
は
十
五
の
私

関
西
大
倉
高
等
学
校
　
小
松
　
柚
月

気
が
な
い
の
に
僕
に
ほ
ほ
え
む
あ
の
人
を
女
神
か
悪
魔
何な
ん

と
呼
ぼ
う
か

関
西
大
倉
高
等
学
校
　
孟
　
子
傑

ベ
ラ
ン
ダ
で
彼
女
が
吐
い
た
白
い
息
た
め
息
な
の
か
ペ
チ
ュ
ニ
ア
な
の
か

関
西
大
倉
高
等
学
校
　
深
野
　
早
絢

す
い
こ
ん
だ
朝
の
空
気
を
フ
ル
ー
ト
へ
一
番
乗
り
の
音
楽
室
で

関
西
大
倉
高
等
学
校
　
鈴
木
　
穂
乃
花


